
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あらためて言う  

核のゴミＮｏ! 

 
子どもたちに核のゴミのない寿都を！町民の会 広報紙 No.29   2021 年 7 月 29 日発行 

 7 月 10 日（土）11 日（日）とウィズコム大ホー
ルで「核ゴミ問題を考える北海道会議 in 寿都町」が
行われました。主催は「核ゴミ問題を考える北海道会
議」で、町⺠の会も共催しました。二日間で延べ 150
人以上の参加者がありました。 

10 日 14 時からのパネルトークでは、宍⼾慈さん
（北海道子育て世代会議共同代表）、田村陽子さん（蘭
越町町議会議員・農業）、三⽊信⾹（町⺠の会共同代
表・美容師）、それからコメンテータとして本田優子
さん（札幌大学教授）、ファシリテーターとして東田
秀美（町⺠の会事務局）が、『⼥性たちが語り合う核ゴ
ミ問題と北海道の未来』と題して、活動の広がりの必
要性や、対話の重要性について語り合いました。 

16 時半からは「話さる会 みんなで語ろう核ゴミ
と寿都町の未来」と題して、６グループに分かれて、
核のゴミ、寿都の今と未来を語りあいました。 

11 日は、核ゴミをめぐる四つのテーマ別講座を開
きました。 
①『高レベル放射性廃棄物の地層処分』 

講師：原子力発電環境整備機構（ＮUＭＯ） 
②『原発と核ゴミ問題』 

講師：川原茂雄さん（核ゴミ問題を考える北海道 
会議事務局⻑） 

③『持続可能な地域づくりと核ゴミ問題』  
講師：小田清さん（北海学園大学名誉教授） 

④『寿都町の地層と核ゴミ問題』 
講師：岡村聡さん（北海道総合地質学研究センター） 
NUMO の講座では、初歩的な質問から専門的な質

問、さまざまな意見が貼り出され、NUMO が答えて
いく場面もありました。ファシリテーターの⻘⽊将幸
さんが公平な場づくりをし、互いが安心して意見交換
ができる場になっていたと感じます。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

7 月 11 日のテーマ別講座で、岡村聡さんの「寿
都町の地質と核ゴミ問題」を聞きました。 

岡村さんは、若い頃、寿都を訪れ、喜多郷（き
たむら）旅館の賄いを食べさせてもらいながら、
地質調査をされたそうです。「こんなことになっ
て、地質学者として、寿都にお世話になった者と
して、黙っているわけにはいかない」と冒頭に挨
拶されてから、説明を始められました。 

そして、毎日、私たちが見ている寿都湾や大地
を地質学の見地から分析していただきました。私
たちの町では、明日にでもマグニチュード 7.2 の
巨大地震に襲われてもおかしくないそうです。片
岡町⻑が肌感覚で⽂献調査に応募し、議員 5 人が
それを支持したことは、万死に値する愚かな判断
であることが分かり、背筋が寒くなりました。良
い講座でした。感謝しています。（つ） 

パネルトークの大役に私は緊張のあまり吐きそ
うになりましたが、登壇した方が知り合いばかり
で、予想以上に普通に想いを話せて安心しました。

パネルトークに参加してくださった皆さん、企
画・運営にあたってくださった北海道会議の皆さ
ん、ファシリテーターの皆さん、そして、参加し
てくださった寿都町の皆さん、ありがとうござい
ました！  
 引き続き、町⺠の会をよろしくお願いします。 

（み） 

7 月 1 日（⽊）から 7 月 16 日（金）にかけて、各地区において、
NUMO と役場による住⺠説明会が行われました。 

この場で配られた資料におかしな点がありました。令和 3 年度の
歳入予算の円グラフが示されたのですが、⼀番大きい⻘い部分に地
方交付税が含まれています。町税などと同じ分類です。しかし、町
税やふるさと応援寄付金は自主財源、たいして地方交付税は町債な
どと同じ依存財源です。自分で稼いだお金に含まれるのはおかしい
ですし、広報すっつ 4 月号では、地方交付税は依存財源として区分
されています。今回の配布資料では、まるで歳入の半分以上が自主
財源であるかのように錯覚してしまうのですが、このような資料を
作ったのはなぜでしょうね。 

今回の配布資料 

広報すっつ 4 月号 

おなじ令和 3 年度
予算なのに、自主
財源の比率が違う
ように見えるの、
なんでだろ？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 月 15 日（⽊）、16 日（金）に、ウィズコムで NUMO
と役場による住⺠説明会が行われました。15 日は 12
人、16 日は 25 人の参加者がいました。町⺠の会から
も数人が出席しましたが、大ホールは閑古鳥が鳴いて
いました。 

説明会の内容は、いつもどおり「勉強しましょう」
ばかりで、たいしたものではありませんでしたので、
質疑応答の模様をお知らせします。 
 

＜7 月 15 日＞ 
【NUMO への質問。回答は山田氏】 
Q：最終処分場は漁業と共存できるのですか？ 
A：共存できるようにすることが重要です。 
Q：であれば、⽂献調査の段階で漁場の調査もしなけ
ればならないんじゃないですか？ 
A：地層調査が⼀番最初になります。施設を作る段階
で、漁場について考えます。 
Q：それでは漁業がないがしろにされているように聞
こえます。 
A：検討の順番があります。 
 
【町⻑への質問】 
Q：今のやり取りを踏まえ、いろんな交付金をいただ
いて水産振興をしたとしても、最終処分場が来ること
になったとき、漁業と共存できないものであったら、
漁業者をだますことになります。もし共存できないも
のが来てしまったら、町⻑はどう責任をとるのです
か？ 
A：もしもの話はすべきでないと思います。これから、
全国に、この対話、議論の輪を広げるために、寿都が
こういう話ばかりしていたら、なかなか前に進まな
い。前に進めながら、議論の輪を広めていくべきです。 
Q：町の振興と、議論の輪を広げることは関係があり
ません。⽂献調査でもしもを想定しないというのは、
仕事としておかしいのではないですか。町⻑は知事の
前で最後まで行くべきだと言っていましたよね。  

A：調査は最後までいくべきです。進める理解ばかり 
でなくて、止める理解も含めながら、議論を進める。
そういうふうに理解しないと前に進めません。 
 
質問者の感想：町づくりと最終処分場づくりの議論の
輪を広げることを⼀緒に考えることに強い違和感が
しました。とにかく議論を前に進めようとする町⻑
は、もはや NUMO 関係者であるように感じてしまい
ました。もし寿都町の基幹産業である漁業水産加工業
と共存できない最終処分場の建設をお願いされる事
態になったら…。そんな「もしもの事態」を議論すべ
きでないということに驚きを禁じえません。 
 
 

＜7 月 16 日＞ 
【町⻑への質問】 
Q：住⺠投票条例で、過半数の投票がない場合、開票
しないとしたのはなぜですか？ 概要調査に進むこ
とに反対したい人は、反対に投票するしか意思表示の
方法がないのに対して、賛成の人は賛成に投票するだ
けでなく、投票しないという選択肢もあります。投票
のボイコットにつながる恐れがあります。 
A：寿都町では、いままで 50%以下の投票率になった
ことがありません。半数以上の方に考えてもらいたい
です。 
質問者の感想：50%以下なら開票しないと決めたこと
への答えになっていませんね。 
 
 以上のほかにも、NUMO 職員へ身分を問う方があ
り、電力会社からの出向や関連するメンバーとの答え
でした。また、町⻑に対して、「分断がとても進んで
いて心を痛めている方がたくさんおられます。選挙戦
に突入後は分断はもっと進んでしまいます。片岡町⻑
はこの状況をどうしようと考えているのですか？」と
いう質問もありましたが、はぐらかした答えに終わり
ました。 



 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

子どもたちに核のゴミのない寿都を！町民の会 

事務局 048-0401 寿都郡寿都町字新栄町 101-6   

TEL/FAX : 0136-62-3630    kakugomino@gmail.com 

HP : http://kakugomi.no.coocan.jp/  

FB : https://www.facebook.com/106569234530018/ 

北海道銀行寿都支店（店番号 304）普通 0481374  

ゆうちょ銀行 記号：19070 番号：44246811 

第 5 回くっちゃべる会を行います。みんなで話し合いませんか。 
日時：7 月 30 日（金）18 時半〜   場所：⽂化センターウィズコム会議室 
対象：寿都町の男性、⼥性 
テーマ：「いま寿都町で困っていることは何ですか」 

「これからの寿都町で不安なものは何ですか」 
「いま寿都町で守りたいものは何ですか」 
「これからの寿都町で育てたいことは何ですか」 

子連れ OK。参加費無料。コロナ対策のため、参加者の皆様にはマスクの着用、
検温、名簿の記入にご協力をお願いします。 
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お酒のおつまみに最適
な寿都産ボラの卵で作
った自家製カラスミ！
クラッカーに乗せて食
べると最高に美味^o^ 
おすすめのお酒はウィ
スキー水割りです。 

あ な た の 川 柳 も ぜ ひ お 寄 せ く だ さ い 。
kakugomino@gmail.com 

 


